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【背景】 近年、16列マルチスライスC T の登場により、冠動脈疾患だけでなく心臓全体及び周囲 
の評価が非侵襲的に検査可能となってきている。今回、16列マルチスライスC T を用いて大動脈弁 
狭窄患者における大動脈弁弁口面積と冠動脈狭窄の同時評価及び大動脈弁弁口面積のC T 検査と心 
エコー検査における比較検討を行った。
【方法】 心エコー検査にて大動脈弁狭窄症と診断された連続2 9 例に対して検査後1 週間以内に 












【結論】 今回、大動脈弁狭窄患者において、16列マルチスライスC T は、大動脈弁弁口面積と冠 
動脈疾患を同時評価できると考えられた。
許 文 審 麥 の 結 卑 の 要 旨
近年、16列マルチスライスC T の登場により、冠動脈疾患だけでなく心臓全体及び周囲の評価が 
非侵襲的に検査可能となってきている。今回、16列マルチスライスC T を用いて大動脈弁狭窄患者 











併 が 14%という報告例もあり、本研究においても同様に48%の冠動脈疾患合併（21% で三枝病変の 
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